
《 令和７年 ３月事例 》 
 

 

１ 発生日 ３月３１日 発生場所 唐津市 

 

厚生省ホケンイリョウ局のヤマナカと名乗る者から、被保険者に対し「石川県の医療

機関で高額な睡眠薬が処方されており、保険の不正利用の疑いがある。１月１５日に自

宅宛てに文書を送付していたが回答がないため電話した。今日、この電話で回答をしな

いと明日から保険証が使えなくなる」と電話があった。 

身に覚えがなかった被保険者が、「薬の利用はない。市役所に確認する」と伝えたとこ

ろ電話が切れた。市役所に確認のため電話されたことにより、本事案が発覚した。 


